
                                                                                   令和 6 年 11 月 

令和６年度 建築仕上げリフォーム技術研修 ご質問と回答 

                                                                                             

質 問 木材を建物（大きなビル等）に使用することによって、どの程度環境負荷が減っているのか、また、輸入材ではなく自国の木材を使用しているかを知りたいです。 

回 答 木材利用の意義や効果については、林野庁ホームページに説明があります。 

・木造住宅は、鉄骨プレハブ住宅や鉄筋コンクリート住宅の約 4 倍の炭素を貯蔵していることが知られている。 

・木造は、鉄筋コンクリート造や鉄骨プレハブ造よりも、二酸化炭素排出量が大幅に少ないことが知られている。 

  

  第１部 第 3 章 第 2 節 木材利用の動向（1）：林野庁 を参照願います。 

国産材の利用状況についても、林野庁が統計情報を公表しており、建築用材等の自給率は令和５年で 55%程度です。 

「令和 5 年木材需給表」の公表について：林野庁 をご参照願います。 

 

 

質 問 防水シート等の風荷重（耐風計算）のご説明で接着強度の検討のお話がありましたが、シート自体が破れないか（シート自体の風に対する強度）といった検討は不要

なのでしょうか？ 

回 答 シート防水の機械的固定工法における，固定金具周辺の防水シートの破断を心配されての質問と受け止めました。 

防水材メーカーは，(防水下地＋固定金具＋固定金具周辺の防水シート)を試験体として，防水下地と固定金具周辺の防水シートの間の強度試験を行い，その試

験結果に安全率を見込んで，固定金具の位置，固定箇所などを算定しています。 

一般的に，強度試験では固定金具周辺の防水シートの破断で固定強度が決まるようです。 

このように防水シートの強度も含めて固定金具の強度が決められているので，別途防水シートの強度を確認する必要はありません。 

 

 

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kikaku/hakusyo/r1hakusyo_h/all/chap3_2_1.html#:%7E:text=%EF%BC%881%EF%BC%89%E6%9C%A8%E6%9D%90%E5%88%A9%E7%94%A8%E3%81%AE%E6%84%8F%E7%BE%A9%201%20%EF%BC%88%E5%BB%BA%E7%AF%89%E8%B3%87%E6%9D%90%E7%AD%89%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%AE%E6%9C%A8%E6%9D%90%E3%81%AE%E7%89%B9%E5%BE%B4%EF%BC%89%202%2C%EF%BC%88%E6%9C%A8%E6%9D%90%E5%88%A9%E7%94%A8%E3%81%AF%E5%9C%B0%E7%90%83%E6%B8%A9%E6%9A%96%E5%8C%96%E3%81%AE%E9%98%B2%E6%AD%A2%E3%81%AB%E3%82%82%E8%B2%A2%E7%8C%AE%EF%BC%89%203%20%EF%BC%88%E5%9B%BD%E7%94%A3%E6%9D%90%E3%81%AE%E5%88%A9%E7%94%A8%E3%81%AF%E6%A3%AE%E6%9E%97%E3%81%AE%E5%A4%9A%E9%9D%A2%E7%9A%84%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%81%AE%E7%99%BA%E6%8F%AE%E7%AD%89%E3%81%AB%E8%B2%A2%E7%8C%AE%EF%BC%89%204%20%EF%BC%88%E6%9C%A8%E6%9D%90%E5%88%A9%E7%94%A8%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E5%9B%BD%E6%B0%91%E3%81%AE%E9%96%A2%E5%BF%83%E3%81%AF%E9%AB%98%E3%81%84%EF%BC%89
https://www.rinya.maff.go.jp/j/press/kikaku/240927.html


 

質 問 打ち放しコンクリートの下地調整用のフィラーにアスベストが混入されてました。 

外壁の塗装とひび割れ補修をする工事をする際に注意することはありますか？ 

回 答 下地調整塗材（いわゆるセメント系フィラー）に石綿が混入している場合は、石綿則に沿った対応が必要です。 

ひび割れ補修の工法として U カットシール材充てん工法を採用した場合は、下地調整塗材を破砕することになるので、石綿含有仕上塗材の除去と同じような対策

が必要です。「除じん性能を有する U カットサンダー」というのを私は未だ知りません。（あれば負圧なしの養生をして、呼吸用保護具・保護衣を装備して U カットす

ることになります。） 

他の方法としては、高圧水洗やディスクグラインダーにより湿潤環境下で下地調整塗材を除去し、それから U カットを行うことになります。除去してしまえば、その後

は、通常の U カットシール材充てん工法の適用です。 

一方、表面シール工法、樹脂注入工法でひび割れ補修をする場合は、工夫によって下地調整塗材に触れないでひび割れ補修が可能です。労基や自治体担当者

が了解すれば石綿対策は不要でしょう。 

塗装の場合も下地調整塗材をサンダー掛けするというような破砕行為がなければ、石綿対策なしで塗装は可能です。 

ただし、補修工事が完了しても、石綿含有の下地調整塗材が残存していること、残存している部分等を発注者・所有者に周知しておくことが将来的な再補修工事や

解体工事を適切に行う上で、必要です。 

 

 

質 問 Ｐ437  3-4 充填工法の＜使用材料＞の選定で、「漏水を伴う欠損に使用する」となっています。 

一般的なエポキシ樹脂の特性上、水分があると硬化不良のおそれが考えられますが、接着剤（プライマー）をＥ-200 等を用いるとかで漏水が生じている部位でも対応

可能なのでしょうか？ 

回 答 エポキシ樹脂は種類によってさまざまな特性を持ちますが、そのひとつに耐水性に優れ、水を通さないという長所があります。 

したがって、ご質問の「水分があると硬化不良のおそれが考えられる」ということはありません。 

一般的に、エポキシ樹脂の硬化不良の原因としては、硬化剤との配合比率の間違い、撹拌不足、不適切な温度管理などがあげられます。 

また、エポキシ樹脂の短所としては、紫外線に弱い、低温下では硬化が遅いなどがあげられており、保管場所、温度管理などに注意が必要です。 

エポキシ樹脂モルタルは、このような特性を持つエポキシ樹脂を配合したモルタルですので、防水や止水、断面修復などに使われています。 

なお、講義でも説明しましたが、漏水がある場合は漏水の原因となるひび割れ等をエポキシ樹脂等で注入補修し、欠損部についてはエポキシ樹脂モルタル（ＪＩＳ A 

6024）で充填補修を行います。 

その際に使用するプライマーは、エポキシ樹脂モルタルの製造所の指定品と標準仕様書では規定しています。 

 

 


